
第639号 2022年（令和4年）7月1日全 日 電 工 連（1）

今
月
の
主
な
紙
面

●第104回通常総会　 1～ 2面

●議員連盟総会・委員会等報告　 3面

●定期講習会場一覧　 5面

●青年部活動報告　 8面

今年度事業計画など9議案を承認

連

合

会

の

真

価

を

届

け

る

第
1
0
4
回

通
常
総
会

　

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会（
米
沢
寛
会
長
）

は
、
第
1
0
4
回
通
常
総
会
を
6
月
29
日
に
都
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
し
た
。
2
0
2
1
年
度
事
業
報
告
、
2
0
2
2

年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
な
ど
9
議
案
の
審
議
を

行
い
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。
全
日
電
工
連
は
『
先
端
と
循

環
』
の
心
構
え
で
、
連
合
会
の
真
価
を
届
け
組
合
員
の
役

に
立
つ
施
策
を
具
現
化
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
永
年
勤

続
者
と
オ
ー
ト
リ
ー
ス
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
優
秀
工
組
・

第
三
者
損
害
賠
償
制
度
優
良

工
組
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
代
表
者
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
米
沢

会
長
は
、「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
と
い
う
考
え
の
も

と
、
コ
ロ
ナ
後
に
よ
り
進
化

し
た
姿
を
目
指
す
方
針
で
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
、
組
織
の
効

率
化
や
再
構
築
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
取
り
組
み
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
昨
年
、
課

題
解
決
を
推
進
す
る
4
チ
ー

ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
制

約
の
多
い
中
、
し
っ
か
り
検

討
と
活
動
を
重
ね
て
き
た
各

推
進
チ
ー
ム
は
最
後
の
詰
め

の
段
階
に
き
て
い
る
。
こ
の

方
針
や
考
え
方
を
広
く
水
平

展
開
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
た

あいさつする米沢会長

　

働
き
方
改
革
等
の
法
制
度

対
応
と
し
て
、
冊
子
『
電
気

工
事
業
に
お
け
る
「
働
き
方

改
革
」
の
進
め
方
』
の
内
容

に
基
づ
く
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

会
を
企
画
立
案
し
、
全
国
展

開
の
支
援
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
関
係
団
体
・
賛
助
企
業

と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
も

推
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

　

財
政
基
盤
強
化
対
策
と
し

て
、
工
組
・
支
部
の
運
営
・

経
営
に
係
る
課
題
の
見
え
る

化
を
図
る
組
合
財
政
簡
易
診

断
研
修
会
の
全
国
展
開
を
支

援
す
る
。
ま
た
、
組
織
強
化

対
策
と
し
て
組
織
体
制
改
革

・
組
合
後
継
者
育
成
を
目
的

と
し
た
電
工
組
改
革
Ｗ
Ｇ
の

モ
デ
ル
と
な
る
12
工
組
を
設

置
し
て
連
携
・
支
援
す
る
。

取
り
組
み
事
例
を
集
約
・
分

析
し
て
組
織
基
盤
強
化
支
援

ツ
ー
ル
を
作
成
、
好
事
例
を

全
国
に
水
平
展
開
す
る
こ
と

が
目
的
だ
。

　

知
見
拡
充
対
策
は
、
Ｄ
Ｘ

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
対
応
資
材
提
案

に
係
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

会
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
考

え
だ
。

　

福
利
厚
生
事
業
で
は
、
事

故
防
止
安
全
講
習
会
の
企
画

と
開
催
支
援
、
認
定
保
険
制

度
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
。
組
合
員
満
足
に
資
す
る

新
事
業
・
全
日
電
工
連
財
源

に
資
す
る
新
事
業
の
創
出
も

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　

本
年
12
月
1
日
に
開
催
さ

れ
る
第
4
回
電
気
工
事
技
能

競
技
全
国
大
会
は
、
出
場
選

手
が
最
大
76
名
と
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
競
技
課
題
や
審
査
体
制

な
ど
の
検
討
を
重
ね
、
万
全

の
体
制
を
整
え
て
『
電
気
工

事
の
甲
子
園
』
と
な
る
大
会

を
目
指
す
方
針
だ
。

　

全
国
青
年
部
協
議
会
は
今

年
度
の
重
点
事
業
計
画
と
し

て
、
会
員
増
強
を
目
指
し
、

青
年
部
活
動
の
活
性
化
・
業

界
Ｐ
Ｒ
の
推
進
を
掲
げ
た
。

2
0
2
1
（
令
和
3
）
年

度
の
青
年
部
会
員
数
は
、
ピ

ー
ク
時
の
2
0
0
9
（
平
成

21
）
年
度
か
ら
10
数
年
で

1
0
0
0
名
近
く
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
状
況
を
打
破
す

べ
く
、
会
員
数
が
増
加
傾
向

の
電
工
組
、
増
強
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
電
工
組
の
情

報
を
水
平
展
開
す
る
と
と
も

に
、
青
年
部
と
し
て
明
確
な

方
針
を
打
ち
出
し
活
動
を
推

進
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
年

12
月
2
日
に
開
催
す
る
第
5

回
全
国
青
年
部
会
員
大
会
の

概
要
を
報
告
し
た
。

　

全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会

は
、『
全
国
女
性
部
協
議
会
』

へ
の
改
変
を
目
指
す
準
備
組

織
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た

こ
と
を
報
告
。
今
後
の
事
業

計
画
案
や
活
動
方
針
を
発
表

し
た
（
2
面
に
表
彰
関
連
を

掲
載
）。

い
」
と
今
後
の
展
開
を
述
べ

た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
石
原
和

夫
理
事
と
會
津
圭
一
郎
理
事

の
両
氏
を
選
出
。
各
委
員
会

の
委
員
長
に
よ
る
2
0
2
1

年
度
の
事
業
報
告
と
2
0
2

2
年
度
事
業
計
画
案
の
提
案

説
明
、
定
款
一
部
改
正
な
ど

の
議
案
審
議
を
行
っ
た
。

　

定
款
の
一
部
改
正（
変
更
）

事
項
は
、
総
会
・
理
事
会
の

開
催
形
態
の
追
記
、
組
織
の

明
記
、
暴
力
団
等
反
社
会
的

勢
力
の
排
除
に
関
す
る
規
定

の
追
加
な
ど
。
組
織
に
つ
い

て
は
、
後
継
者
育
成
指
針
の

改
定
な
ら
び
に
女
性
部
協
議

会
の
設
立
に
向
け
て
、
全
国

青
年
部
協
議
会
と
全
国
女
性

部
協
議
会
が
明
記
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
は
、

継
続
事
業
の
発
展
と
と
も
に

新
規
事
業
の
新
興
に
重
点
を

置
い
て
将
来
の
盤
石
な
体
制

構
築
を
目
指
す
方
針
だ
。

全
日
電
工
連

議長を務めた石原理事（右）、會津理事

将来を見据えより進化した姿を目指す将来を見据えより進化した姿を目指す
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会長表彰（職員） （敬称略）

工組名 氏　名 工組名 氏　名

北 海 道 佐藤　　智 大 阪 杉山　佳子

北 海 道 豊年　恵一 兵 庫 松下　守男

岩 手 安西　崇史 兵 庫 岡本　國雄

秋 田 中泉　涼子 岡 山 赤堀　佳子

宮 城 佐藤富士夫 広 島 佐伯　英幸

新 潟 服部　芳和 山 口 三好美佐子

富 山 豊嶌　　暁 香 川 有野　尚子

石 川 本野　仁朗 九 州 坂本　啓子

福 井 森田　辰典 福 岡 香月　京子

群 馬 狩野　千秋 福 岡 東濱　功晃

東 京 冨澤　敬規 佐 賀 牟田　優一

東 京 馬場　京子 大 分 帆足　広美

神 奈 川 内山　恵子 宮 崎 関本　長治

神 奈 川 三橋　明美 熊 本 佐藤亜樹子

愛 知 木下　律子 沖 縄 阿嘉　康治

長 野 渡邉由美子 全日電工連 小川　明子

　

全
日
電
工
連
第
1
0
4
回
通
常
総
会
の
議
案
審
議
に
先
立
っ
て
第
51
回
永
年

勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

代
表
者
と
し
て
、
役
員
の
部
は
中
村
吉
伸
氏
（
宮
崎
県
）
に
、
職
員
の
部
は

小
川
明
子
さ
ん
（
全
日
電
工
連
事
務
局
）
に
米
沢
会
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
役
員
28
名
、
職
員
32
名
で
、
表
彰
者
氏
名
は
別
掲

の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

役員の部代表・中村氏

代表者に目録と盾を贈呈
オートリースキャンペーン各部門順位

≪ポイントの部≫

年間の部 キャンペーン期間の部

1 位 山形県電気工事工業組合 1 位 山形県電気工事工業組合

2 位 埼玉県電気工事工業組合 2 位 北海道電気工事業工業組合

3 位 新潟県電気工事工業組合 3 位 山口県電気工事工業組合

4 位 山口県電気工事工業組合 4 位 新潟県電気工事工業組合

5 位 北海道電気工事業工業組合 5 位 京都府電気工事工業組合

≪ジャンプアップの部≫ ≪レンタカーの部≫

1 位 香川県電気工事業工業組合 1 位 千葉県電気工事工業組合

≪新規組合員数の部≫ 2 位 新潟県電気工事工業組合

1 位 埼玉県電気工事工業組合

第第
1313
回回 

オ
ー
ト
リ
ー
ス

オ
ー
ト
リ
ー
ス

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
表
彰

小野寺副会長（左）と

受賞者代表の會津理事長（山形）

役
員
28
名
・
職
員
32
名
を
表
彰

第第
99
回回 

第
三
者
損
害
賠
償
制
度
優
良
組
合
表
彰

第
三
者
損
害
賠
償
制
度
優
良
組
合
表
彰

工組名 加入率 損害率 受賞歴

岩手県 82.2% 9.4% 8回目受賞

鳥取県 87.6% 10.5% 3年連続 5回目受賞

佐賀県 89.5% 12.2% 4回目受賞

長野県 88.7% 12.5% 4年連続 5回目受賞

沖縄県 86.8% 13.4% 2年連続 3回目受賞

山形県 72.8% 15.4% 3回目受賞

石川県 80.6% 16.2% 3回目受賞

山梨県 83.0% 16.5% 4回目受賞

熊本県 73.3% 18.4% 2回目受賞

会長表彰（役員） （敬称略）

工組名 氏　名 工組名 氏　名

青 森 今　　祐悦 奈 良 巽　　敬造

岩 手 齊藤　幸男 和 歌 山 松本　　健

富 山 中村　吉成 兵 庫 盛　　康弘

石 川 米澤　直明 広 島 藤本　憲良

茨 城 福田　　勇 鳥 取 遠藤　　茂

栃 木 人見　　勇 島 根 渡部　久敬

群 馬 堀地　正明 愛 媛 渡邊　秀一

千 葉 蜂谷　久雄 徳 島 堀田　　清

千 葉 岡　　孝幸 福 岡 上城　直之

東 京 平山　豊和 福 岡 大井　茂樹

東 京 加藤　善朗 佐 賀 吉永　常男

静 岡 舛谷　徳彦 長 崎 小林　純一

長 野 新井　　博 宮 崎 中村　吉伸

岐 阜 小栗　信夫 沖 縄 島袋　正男

職員の部代表・小川さん

【優良工組】
・岩手県電気工事業工業組合 　　（平野喜嗣理事長）
・鳥取県電気工事業工業組合 　　（斉木健之理事長）
・佐賀県電気工事業工業組合 　　（古賀正信理事長）
・長野県電気工事業工業組合 　　（藤沢一三理事長）
・沖縄県電気工事業工業組合 　　（金城稔理事長）
・山形県電気工事工業組合 　　（會津圭一郎理事長）
・石川県電気工事工業組合 　　（米沢寛理事長）
・山梨県電気工事工業組合 　　（金丸正幸理事長）
・熊本県電気工事業工業組合 　　（汐田康博理事長）

9工組に目録とトロフィー贈呈

　

令
和
4
年
1

月
20
日
か
ら
4

月
末
日
ま
で
実

施
さ
れ
た
オ
ー

ト
リ
ー
ス
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
成
績
優
秀
な

工
組
の
表
彰
が

行
わ
れ
た
。

　

同
事
業
を
担

当
す
る
小
野
寺

涼
一
副
会
長
か

ら
、
受
賞
工
組

を
代
表
し
て
年

間
ポ
イ
ン
ト
の

部
と
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
期
間
ポ
イ

ン
ト
の
部
を
ダ

ブ
ル
受
賞
し
た

山
形
県
電
工
組

の
會
津
圭
一
郎

理
事
長
に
報
奨

金
目
録
と
表
彰

盾
が
授
与
さ
れ

た
。

　

表
彰
部
門
は

下
表
の
通
り
。

左から平野理事長（岩手）、斉木理事長（鳥取）、古賀理事長（佐賀）、藤沢理事長（長野）、プレゼンターの小野寺担当副会長、

金城理事長（沖縄）、會津理事長（山形）、米沢理事長（石川）、金丸理事長（山梨）、汐田理事長（熊本）

　

全
日
電
工
連
の
第
三
者

損
害
賠
償
制
度
に
お
け
る

優
良
組
合
の
表
彰
が
行
わ

れ
た
。

　

事
故
撲
滅
、
加
入
促
進

の
両
面
に
わ
た
り
優
秀
な

実
績
を
上
げ
た
9
工
組
が

表
彰
さ
れ
た
。

全
日
電
工
連
会
長
表
彰

第
51
回
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☆技能競技委員会

　・ 審査部会委員と外部審査員が合同会議を開催。電気工事技能競技全国大会当日
のスケジュールなどを確認した。

　・ 審査集計システムの検討、競技部会との合同会議スケジュール概略なども取り
まとめた。

◆ 審査部会（樋口和宏副委員長・冨田一郎部会長　6月17日）

☆技術・認証委員会所管

　・ 電気工事業界ＤＸ構想検討会を賛助企業と合同で開催。活動状況報告や関連シ
ステムの検証を行った。

　・ 組合員（組合員企業向け）現場のＩＴ機器導入推進活動について検討。電気工
事業界向けＤＸツールの利用者拡大の検討も行った。

◆ ＤＸ技術拡充推進チーム（新名淳一副委員長・植草宏介座長　6月16日）

委員会等報告

　

電
気
工
事
議
員
連
盟
（
以

下
、
議
員
連
盟
）
の
第
4
回

総
会
が
6
月
13
日
、
衆
議
院

第
二
議
員
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。

　

全
日
電
工
連
政
治
連
盟

（
以
下
、政
治
連
盟
）か
ら
は
、

米
沢
会
長
・
工
組
政
連
会
長

な
ど
21
名
が
出
席
し
た
。

　

米
沢
会
長
は
、
電
気
工
事

士
法
施
行
規
則
の
一
部
改

正
、
電
気
事
業
法
一
部
改
正

に
よ
り
電
力
10
社
の
災
害
復

旧
計
画
の
復
旧
施
工
者
に
電

気
工
事
組
合
が
明
記
さ
れ
た

こ
と
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
が

前
進
し
た
こ
と
に
感
謝
を
述

べ
た
後
、
税
制
、
予
算
、
政

策
等
に
対
す
る
要
望
を
提
出

し
た
。

第
4
回

電
気
工
事
議
員
連
盟
総
会

電気の安定供給に向けた政策など要望
全日電工連政治連盟から行政への主たる要望事項

（1）税制・金融に関する要望

①法人版事業承継税制

②2021年度税制に係る2年間延長措置の撤廃

③新型コロナ感染症による特別貸付制度返済期間の期限延長

（2）予算に関する要望

①一般住宅のグリーン化支援補助金創設

②一般住宅用蓄電池設備補助金創設

③災害対応設備等の補助金創設

（3）政策等に関する要望

①働き方改革支援

②高所作業車・電気自動車所有に対する経営審査ポイント加算

③電気施工管理技士試験地の拡充

④電気工事士等の無資格者施工に対する法改正

⑤既存エネルギー源の有効活用

⑥小中学生に対するエネルギー理解カリキュラムの充実

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
の
向
上
、
電
力
の
価
格
安

定
と
需
給
逼
迫
へ
の
対
応
を

目
指
す
た
め
、
再
エ
ネ
拡
大

に
加
え
3
Ｅ
＋
Ｓ
（
自
給
率

・
経
済
効
率
性
・
環
境
適
合

＋
安
全
性
）
を
前
提
と
し
た

原
発
の
再
稼
働
加
速
も
要
請

し
た
。

　

議
員
連
盟
の
西
村
康
稔
会

長
、
片
山
さ
つ
き
幹
事
長
、

宮
本
周
司
事
務
局
長
を
は
じ

め
と
す
る
議
員
連
盟
国
会
議

員
、
経
済
産
業
省
、
厚
生
労

働
省
、
環
境
省
、
国
土
交
通

省
、
文
部
科
学
省
等
の
要
望

事
項
担
当
部
局
出
席
の
も

と
、
政
治
連
盟
か
ら
の
要
望

に
つ
い
て
質
疑
応
答
・
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

米沢会長 西村議員連盟会長

　

全
日
電
工
連
全
国
青
年
部

協
議
会
（
以
下
、
青
年
部
）

は
6
月
10
日
、
全
日
本
電
設

資
材
卸
業
協
同
組
合
連
合
会

（
以
下
、
全
日
電
材
連
）
と

第
2
回
工
販
若
手
経
営
者
懇

談
会
を
全
日
電
工
連
会
館
で

開
催
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
全
日
電

材
連
と
の
連
携
強
化
・
情
報

の
共
有
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
2
0
1
9
（
令
和

元
）年
9
月
に
初
め
て
開
催
。

定
期
的
な
実
施
を
予
定
し
て

い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
延
期
さ
れ

て
い
た
。

　

当
日
は
、
青
年
部
理
事
9

名
と
全
日
電
材
連
の
若
手
会

工
販
若
手
経
営
者
懇
談
会

共
通
す
る
課
題
の
対
策
な
ど
意
見
交
換

員
10
名
が
参
加
。
ま
た
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
全
日
電

工
連
の
髙
野
憲
一
郎
総
務
・

財
政
委
員
長
、
全
日
電
材
連

の
小
島
寿
之
会
長
が
出
席
し

た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
将
来
の

業
界
に
つ
な
が
る
重
要
な
課

題
で
あ
る
「
生
産
性
向
上
と

働
き
方
改
革
」「
採
用
と
定

着
」
の
2
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
現
状
の
対

策
や
課
題
を
テ
ー
ブ

ル
毎
に
意
見
交
換
。

最
後
に
各
テ
ー
ブ
ル

の
代
表
者
に
よ
る
意

見
発
表
と
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。

　

講
評
で
、
全
日
電

材
連
の
次
世
代
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の

毛
塚
武
久
委
員
長

は
、「
新
し
い
時
代

を
み
な
さ
ん
と
と
も

に
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
総
括
。

　

青
年
部
の
木
多
俊

博
会
長
は
「
お
互
い
に
手
を

取
り
合
い
、
今
後
の
業
界
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
き
た
い
」
と
さ
ら
な
る

連
携
強
化
を
強
調
し
た
。

当会参加者など集合写真 総会の様子

意見交換会の模様

参加者全員で集合写真



第639号 2022年（令和4年）7月1日全 日 電 工 連 （4）

業界の社会的地位向上と経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

全日電工連のＤＸ技術拡充推進チームによる「電気工事業界のＤＸ

化をめざして」。前回第１弾（5月号3面掲載）では、身近な業務の

デジタル化をテーマに、導入のきっかけや考え方について解説いた

しましたが、第２弾となる今回は「ＩＴ導入によって現場で得られ

るメリット」、「タブレット導入にかかる費用」、「ＩＴ導入補助

金」について、具体的に踏み込んで詳細にご紹介いたします。必要

ないと決めつけたり、よくわからないと諦めたりせず、まずは取り

組んでみることが重要です。

電気工事業界のＤＸ化をめざして　シリーズ第２弾

現場のＩＴ導入による

     さまざまなメリット

会社で何台か携帯電話の契約をされていることも多いか

と思いますが、その料金プランをほったらかしにしてい

ませんか？

菅政権下の重点施策のひとつに家庭支出における通信料

金の引き下げがあり、結果、大手携帯会社がサブブラン

ドで使い勝手の良い価格的に魅力あるプランを出すな

ど、携帯市場には大きな変化が見られます。世界情勢が

物価の引き上げに動く中、2021年の消費者物価指数が、

上がらなかった最たる要因の一つに携帯電話通信料がマ

イナス33.3％になったことが挙げられます。会社の携帯

電話の契約も見直しを行い、その浮いた分のお金をＩＴ

投資に回してみてはいかがでしょうか。

・ａｕ、ソフトバンクのサブブランドでも法人契約可能

・ 格安スマホ・ＳＩＭ（ＭＶＮＯ事業者）でも、過度な

通信利用でなければ大手携帯と遜色のない使い勝手

会社の携帯電話料金プランの見直しは行っていますか？　～ 浮いたお金でＩＴ投資！！ ～コラム

例えば、会社で5台契約していたとすると、、、

（見直し前）

5,000円/月 × 　　  5台 × 12 ＝ 30万円/年

 （見直し後）

3,000円/月 × 　　  5台 × 12 ＝ 18万円/年

その差は、年間1２万円！！

　　

　

次回(９月号掲載予定)は「現場のＩＴ化事例紹介」として身近なＩＴ
化事例やかんたんに導入できるＩＴ化についてご紹介します。

ＩＴ導入補助金とは？
企業が自社の課題やニーズにあったＩＴツールを導入する、経費の一
部を補助金として申請できます。

補助金額対象 補助率 補助上限額

会計ソフト・受発注システム等
～50万円：3/4
50万円～：2/3

350万円

パソコン・タブレット端末等 1/2 10万円

例えば…現場で使う4万円のタブレットを5台購入（20万円）
→　補助金で10万円が戻ります。

※ 上記の例は、補助金の額をわかりやすく表現したものとなっており、実際の申請に当たって

は、申請条件・申請理由等様々な要件があります。

ＩＴ導入補助金２０２２についての詳細・最新情報は

こちらのＱＲコードから公式サイトでご確認ください

タブレット導入にかかる費用は？

タブレットには２種類のモデルがあります

どちらのモデルを導入するかで機種代金や
月々の通信費の有無が変わってきます

※1 Android-OSを採用した“仕事で充分に活用できる最低限の機能”を有したモデルの平均相場

※2 仕事で利用する上で充分と考えられる月の通信容量15GB前後の中間帯プランにおける相場

　　・格安SIM（ＭＶＮＯ事業者）では、2,000円程度

　・大手携帯の法人契約可能なサブブランド（UQモバイル、Yモバイル）では、3,000円弱程度

初期投資が少なくランニングコストが本体にはかからない

　　　　　　　　　　　Ｗｉ-Ｆｉモデルがおすすめです。

Ｗｉ-Ｆｉモデルでもスマホなどとデータ通信を分け合う
➡  テザリングする※ことでＷｉ-Ｆｉのない環境でもインターネット

に接続することができます。

※テザリング（インターネット共有）とは？
　 スマホなど、データ通信のできる機器とタブレットを無線
でつなぎ、タブレットをインターネットに接続することで
す。

　 スマホとテザリングをしてタブレットをネットにつなぐ
と、その分の通信容量はスマホの料金プランの容量に計算
されます。

　・既存のスマホの料金プランの中で、タブレットの通信も可能
　　→ 会社支給のスマホであれば、それを上手く活用
　・社員に通話代として支給しているのであれば、その概念の中で

・どこでもネットにつなげられる

・毎月の通信料がかかる

・ Ｗｉ-Ｆｉモデルにくらべると機

種代が高い

セルラーモデル

機種代相場：40,000円ほど※1

通信料：2～3,000円／月※2

・ Ｗｉ-Ｆｉの電波がない場所では

ネットが使えない

・ 機種代金のみで他の費用がかから

ない

Ｗｉ-Ｆｉモデル

機種代相場：20,000円ほど※1

通信料：なし

ＩＴ導入によって現場で得られるメリット３選

１．撮影した現場写真や動画などをその場で共有できる

スマホ、タブレットなどで現場写真や動画を撮影すれば、共有
したい相手にすぐにそれらのデータを送ることができます。
撮影・データ送信はスマホからでもできますが、スマホは画面
が小さく、細かいところを確認しづらいので、タブレット端末
がおすすめです。

タブレットには多くのＩＴツールが集約されています。カメラ機能のほか、メ
ールの送受信、ネットでのマニュアルなどの検索、ウェブ会議への参加、スケ
ジュール管理・共有もできます。現場で役立つ便利なアプリも多く、現場のＩ
Ｔ化＝業務効率化に重要な「情報の共有」に役立ちます。

２．現場で持ち歩く紙の量を減らすことができる

今まで現場で持ち歩いていた紙の資料をデータ化(ＰＤＦ
化)して、データをインターネットのクラウドストレージ
※に保存します。
現場ではスマホやタブレット端末でオンラインに保存した
データを確認できます。資料は現場から相手先にそのまま
メールなどで送れるので、会社に戻らずに現場で仕事を完
結することができます。

※クラウドストレージとは？

インターネット上にあるデータの保存庫のこと。「オンラ
インストレージ」とも呼ばれます。
データを自分のパソコン等の端末ではなくネット上に保存
することで、外出先からもネットが使える場所なら保存し
たデータにアクセスできます。

クラウドの概念（技術）に慣れることが重要！！
電気工事業界向けのＩＴアプリは、タブレットの利用とクラウ

ドの活用を前提とするものがほとんどです。

クラウドの利便性や概念に親しむことは、これからＩＴ技術を取り入れてい

く上で欠かせないものです。デバイス（デジタル機器・端末）にデータを保

存する時代は、すでに終焉を迎えクラウドの時代となっています。

３．計測データの自動保存、報告書が作成できる

Bluetoothでスマホやタブレットに接続できる計測器を使えば計測データが自動
で保存され、そのまま報告書にできます。

Bluetooth搭載の計測器で

計測

計測データはアプリを通じて

保存・転送

現場にいながら事務所での事

務作業を軽減

Bluetooth搭載の計測器を実際に使用した

レポートを次回以降に掲載予定です

機器提供協力：共立電気計器(株)
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2022年 8 月～2022年10月
所属工組の講習を受講しよう！

第一種電気工事士定期講習     
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

帯広 10月 5 日 水 106201 とかち館
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北 宮城

10月16日 日 113203 
東京エレクトロンホール宮城

宮城県電気工事工業組合
℡022-221-267610月20日 木 113204 

関
東

茨城 10月13日 木 121203 
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター
 集会室10号）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

千葉
10月 5 日 水 125203 

千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-608610月14日 金 125204 

山梨 10月21日 金 128201 山梨県電気会館 2 階
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

長野 10月21日 金 131202 松筑建設会館 3 階 大会議室
長野県電気工事業工業組合
℡026-232-4675

静岡
10月 6 日 木 133202 静岡商工会議所 5 階ホール 静岡県電気工事工業組合

℡054-288-125010月26日 水 133203 サーラシティ浜松 3 階

近
畿

兵庫

10月 6 日 木 154205 
兵庫県電気工事技術会館
5階 大講堂

兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

10月16日 日 154206 アクリエ姫路 4 階 408会議室

10月21日 金 154207 
淡路夢舞台国際会議場
3階 311会議室

和歌山 10月14日 金 156202
和歌山県勤労福祉会館
プラザホープ

和歌山県電気工事工業組合
℡073-424-3292

中
国

鳥取 10月 5 日 水 161201 鳥取県立倉吉体育文化会館
鳥取県電気工事業工業組合
℡0857-24-9213

岡山 10月18日 火 163202 岡山商工会議所 1 階 会議室
岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

広島
10月 5 日 水 164202 

広島県情報プラザ
多目的ホール 広島県電気工事工業組合

℡082-241-1731
10月16日 日 164203 

広島県情報プラザ
第一第二研修室

四
国

徳島 10月28日 金 171201 
徳島県JA会館
別館 2 階 大ホール

徳島県電気工事業工業組合
℡088-622-7377

高知 10月 6 日 木 174202 高知城ホール
高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州

熊本 10月16日 日 184201 熊本県青年会館
熊本県電気工事業工業組合
℡096-382-2171

宮崎 10月24日 月 186201 
ＪＡ・ＡＺＭホール
本館 2 階 大研修室

宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

2022年10月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

中
部 愛知

9月 1日 木 134203 名古屋国際会議場
431・432

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-71519 月14日 水 134204 

近
畿 京都 9月29日 木 152202 京都テルサ

京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

中
国 島根

9月 2日 金 162201 島根県民会館 3 階 大会議室
島根県電気工事工業組合
℡0852-21-74339 月17日 土 162202 

島根県立西部総合福祉センター
（いわみーる401研修室）

四
国

愛媛
9月 2日 金 173201 リジェール松山 8 階 愛媛県電気工事工業組合

℡089-931-30119 月 8 日 木 173202 えひめ南JA会館 2 階

高知 9月 7日 水 174201 高知城ホール
高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州
・
沖
縄

福岡 9月 7日 水 181202 毎日西部会館
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

沖縄 9月 6日 火 191201 
沖縄産業支援センター
1階 大ホール 沖縄県電気工事業工業組合

℡098-943-0452
宮古 9月15日 木 192201 JTAドーム宮古島 会議室 2

2022年9月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

青森
9月 7日 水 111202 

青森県労働福祉会館
(ハートピアローフク) 青森県電気工事業工業組合

℡017-773-1935
9 月28日 水 111203 ユートリー 1 階 大ホールB

岩手 9月15日 木 112201 
釜石市民ホールTETTO
1 階 ホールA

岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

山形 9月22日 木 115202 いろり火の里
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

福島
9月 7日 水 116203 ホテル華の湯 福島県電気工事工業組合

℡024-535-04779 月14日 水 116204 いわき新舞子ハイツ

北
陸

富山 9月11日 日 141202 
富山県中小企業研修センター
2階 大ホール

富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

石川 9月 8日 木 142202 
石川県地場産業振興センター
本館 2 階

石川県電気工事工業組合
℡076-269-7880

福井 9月16日 金 143201 
福井商工会議所
コンベンションホール

福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

関
東

埼玉
9月21日 水 124202 

埼玉電気会館 5 階
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-02429 月26日 月 124203 

千葉 9 月 7 日 水 125202 千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

神奈川
9 月26日 月 127205 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-46719 月27日 火 127206 

2022年9月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌
8月19日 金 103202 

北海道電気会館 6 階
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-04208 月21日 日 103203 

東
北

秋田 8月18日 木 114201 
秋田市文化会館
5階 大会議室

秋田県電気工事工業組合
℡018-824-1587

宮城 8月 5日 金 113202 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

山形 8月19日 金 115201 山形ビッグウイング
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

北
陸 石川 8月 4日 木 142201 

七尾サンライフプラザ
1階 多目的ホール

石川県電気工事工業組合
℡076-269-7880

関
東

東京 8月 4日 木 126204 全国家電会館 5 階
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

神奈川
8 月 2 日 火 127203 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-46718 月 3 日 水 127204 

中
部

愛知 8月 5日 金 134202 
名古屋国際会議場
141・142

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

岐阜 8月 8日 月 132202 高山市民文化会館
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-263-2207

近
畿

滋賀
8月10日 水 151201 

コラボしが21 3 階 大会議室
滋賀県電気工事工業組合
℡077-562-20698 月21日 日 151202 

奈良 8月19日 金 155201 
奈良県電気工事工業協同組合
技術センター

奈良県電気工事工業組合
℡0742-33-4340

大阪 8月 5日 金 153203 大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

兵庫 8月 2日 火 154204 
兵庫県電気工事技術会館
5階 大講堂

兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

2022年8月

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席
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662  
554  

770  tth  
TTEEL 003--33831--00895  

㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

ア イ ト ス ㈱

ア イ ホ ン ㈱

ア サ ダ ㈱

因 幡 電 機 産 業 ㈱

大 川 被 服 ㈱

河 村 電 器 産 業 ㈱

共 立 電 気 計 器 ㈱

コ ロ ナ 産 業 ㈱

㈱ シ ー エ ス エ ー

㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ

積 水 化 学 工 業 ㈱

㈱ ダ イ テ ッ ク

大 光 電 機 ㈱

タ キ ゲ ン 製 造 ㈱

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所

内 外 電 機 ㈱

㈱ 西 田 製 作 所

ニ チ コ ン ㈱

㈱ ニ チ フ

日 東 工 業 ㈱

日 本 電 機 産 業 ㈱

ネ グ ロ ス 電 工 ㈱

パナソニック㈱エレクトリックワークス社

日 置 電 機 ㈱

㈱ ホ タ ル ク ス

マ サ ル 工 業 ㈱

マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＤＸ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

住 友 生 命 保 険 (相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス

全 日 電 工 連 協 賛 会 社 優良製品・商品をご使用下さい！ 協賛会社商品紹介§ § § §
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弔慰金　▶病死・その他
【北海道】 石狩郡 山本電気商会 山本慎一様 67
【北海道】 釧路市 ㈲北島電機工業社 北島俊英様 68
【秋田】 秋田市 伊藤計装工業 伊藤悦雄様 69
【宮城】 栗原市 ㈲白鳥電機 白鳥賢一様 53
【福島】 伊達郡 ㈲高橋電気 高橋修様 66
【新潟】 村上市 タキ電気 大滝吉和様 73
【富山】 滑川市 ㈲折田電興 折田祐志様 56
【石川】 金沢市 カワグチ電設 川口浩様 82
【栃木】 足利市 菊地電気 菊地実雄様 76
【群馬】 甘楽郡 ㈲小井土デンキ設備 小井土充様 76
【群馬】 前橋市 エンジョウ電設 園城和可様 72
【埼玉】 草加市 ㈱サトウ電機 佐藤力様 49

見舞金

【長崎】 長崎市 崎陽電気㈲ 猿渡信行様 入院見舞
【京都】 福知山市 ユウキ電工 片山徹様 入院見舞
【埼玉】 幸手市 川崎電気工事店 伊東隆雄様 火災全半焼

【千葉】 柏市 ㈲石井電化 石井五郎様 93
【千葉】 我孫子市 ㈲渋谷総合設備 渋谷季一様 85
【神奈川】 横浜市 ㈱須田電気商会 須田実様 71
【静岡(東)】 熱海市 堀井電気商会 堀井千三四志様 81
【京都】 向日市 村上電氣店 村上裕昭様 53
【大阪】 東大阪市 坂口電気商会 坂口照雄様 78
【大阪】 守口市 大阪マルヰガス㈱ 坂本憲昭様 61
【大阪】 大阪市 尾崎電気工事㈱ 尾崎豊美様 85
【兵庫】 神戸市 関西工事商会 佐藤一郎様 65
【兵庫】 明石市 ㈲日置電気工業所 日置信介様 81
【兵庫】 加東市 伸栄電工 清水靖雄様 74
【山口】 宇部市 ㈲メイト電装 山口俊夫様 72
【愛媛】 松山市 ㈲三澤電気商会 三澤哲様 66
【愛媛】 松山市 安永電気 安永裕治様 63
【愛媛】 西条市 花菱電設 真田一則様 69
【福岡】 北九州市 ㈱シーテック田中 田中満様 72
【大分】 玖珠郡 ㈱久大電設 穴井道博様 72

　

石
川
県
電
気
工
事
工
業
組

合
（
米
沢
寛
理
事
長
）
は
6

月
3
日
、
金
沢
市
内
で
第
60

回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開

催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
の
た
め
、
式
が
行

わ
れ
る
の
は
3
年
ぶ
り
と
な

っ
た
。

　

組
合
員
企
業
の
勤
続
10
年

以
上
の
社
員
が
対
象
で

石
川
県
電
工
組

優

良

従

業

員

表

彰

式

を

開

催

1

0

3

人

が

受

賞

1
0
3
人
が
受

賞
。
勤
続
年
数

に
応
じ
て
、
石

川
県
知
事
賞
、

石
川
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会

会
長
賞
、
石
川

県
電
気
工
事
工

業
組
合
理
事
長

賞
が
贈
ら
れ
た
。

で
あ
る
電
気

を
支
え
て
い

る
使
命
と
誇

り
の
あ
る
こ

の
業
界
を
、

よ
り
魅
力
あ

る
も
の
と
す

る
よ
う
共
に

頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と

受
賞
者
に
式

辞
を
述
べ
た
。

　

県
知
事
賞

　

あ
い
さ
つ
で
米
沢
理
事
長

は
、「
業
界
も
日
常
も
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
、
み

な
さ
ん
が
最
高
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
企
業
の

中
で
光
輝
く
こ
と
で
、
組
合

の
存
在
価
値
も
高
ま
っ
て
い

く
。
組
合
の
理
事
長
と
し
て

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
社
会
基
盤
の
イ
ン
フ
ラ

あいさつをする米沢理事長

馳知事から表彰される受賞者

滋
賀
県
電
工
組

業
務
用
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
事
業

職

能

大

と

意

見

交

換
試作3号機

　

滋
賀
県
電
気
工
事
工

業
組
合
（
鹿
野
敏
夫
理

事
長
）
は
5
月
31
日
、

滋
賀
職
業
能
力
開
発
短

期
大
学
校
（
以
下
、
職

能
大
）
と
業
務
用
産
業

ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
事
業

に
つ
い
て
意
見
交
換
会

を
実
施
し
た
。
同
工
組

か
ら
は
、
鹿
野
理
事
長

を
は
じ
め
と
す
る
工
組

理
事
と
事
務
局
が
出
席

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
同
工

組
が
職
能
大
と
共
同
開

発
を
進
め
て
い
る
も
の

で
、
人
が
入
る
こ
と
が

困
難
な
空
間
で
ケ
ー
ブ

ル
線
を
施
設
す
る
作
業

を
改
善
す
る
こ
と
が
目

的
。
ケ
ー
ブ
ル
施
設
用

の
導
線
を
運
ぶ
こ
と
が

で
き
る
自
立
走
行
車
を

開
発
し
て
、
遠
隔
操
作

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
構

築
を
目
指
し
、
令
和
元

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

今
年
の
3
月
に
は
、

職
能
大
と
成
果
報
告
会

を
開
催
。
令
和
3
年
度

ま
で
の
取
り
組
み
を
報

告
し
て
、
今
後
の
開
発

に
係
る
課
題
を
明
確
に

し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会

で
は
、
天
井
裏
の
仮
モ

デ
ル
環
境
モ
デ
ル
カ
ー

の
走
行
時
に
お
け
る
面

圧
や
衝
撃
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
理
想
と
す

る
走
行
機
能
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

活
発
に
意
見
交
換
を
行

い
、
更
な
る
研
究
開
発

を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

ロボットの走行機能について意見交換

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
。
あ
ら
た
め
て
石
川
県
と

し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

団
体
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　

石
川
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
会
長
賞
を
授
与
し
た
山

出
保
会
長
は
、「
組
合
の
多

岐
に
わ
た
る
活
動
に
、
私
は

大
き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い

る
。
み
な
さ
ん
の
姿
勢
が
大

き
な
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝

す
る
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し

て
竹
内
電
気
工
事
㈱
の
西
正

氏
が
謝
辞
を
述
べ
て
表
彰
式

は
終
了
し
た
。

を
授
与
し
た
馳
浩
石
川
県
知

事
は
、来
賓
あ
い
さ
つ
で「
こ

の
表
彰
は
、
み
な
さ
ん
が
県

民
の
イ
ン
フ
ラ
を
つ
な
ぐ
た

め
の
努
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ

た
成
果
だ
。
災
害
時
に
は
み

な
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て

謝辞を述べる受賞者代表
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斉木 健之 理事長

鳥
取
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

自分の性格や能力に
レッテルを貼ってし
まうな

我以外皆我師

瀬戸口 香 理事長

岡
山
県
電
気
工
事
工
業
組
合

何事にも興味を持ち
感動する心、感謝の
心を忘れない

感心 感動 感謝

髙野 憲一郎 理事長

広
島
県
電
気
工
事
工
業
組
合

全ての事に「ありが
とう」と言う感謝の
心で対応する

感謝

～ my commitment ～座 右 の 銘

東 北 七 県 電 気 工 事 組 合 連 合 会 青 年 部東 北 七 県 電 気 工 事 組 合 連 合 会 青 年 部

城 英明 理事長

山
口
県
電
気
工
事
工
業
組
合

努力なしでは、よい成
果は得られない。何事
も人のせいにしない

蒔かぬ種は

生えぬ

日野 友晴 理事長

島
根
県
電
気
工
事
工
業
組
合

歴史や伝統に学び、
新たな道理を導き出
す手立てとする

温故知新

業
務
管
理
改
善
研
修
会

　

青
年
部
員
は
日
頃
の
青
年
部
活
動

に
取
り
組
む
一
方
、
事
業
所
を
経
営

す
る
代
表
者
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
常
の
業
務
管
理
に
追
わ
れ
る
日

々
を
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
と
開
催

し
た
の
が
「
業
務
管
理
改
善
研
修

会
」。
す
っ
か
り
定
番
と
な
っ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
会
で
す
。

　

私
た
ち
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
ひ

と
つ
ひ
と
つ
異
な
り
、
ま
た
正
解
も

異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
問
題
解

決
に
必
要
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

独
自
で
創
る
こ
と
で
改
善
を
図
り
ま

す
。

　

既
存
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
新
し
い
ツ

ー
ル
に
切
り
替
え
る
こ
と
は
大
き
な

抵
抗
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
メ
リ

ッ
ト
を
理
解
し
社
内
で
の
効
率
化
と

情
報
の
共
有
で
、
柔
軟
な
働
き
方
が

可
能
に
な
れ
ば
人
材
の
活
躍
や
定
着

を
見
込
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

初
心
者
研
修
会

　

組
合
員
企
業
の
新
入
社
員
を
対
象

に
、
青
年
部
主
催
で
初
心
者
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
は
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
ま
し
た
。入
社
し
て
ま
だ
数
日
、

緊
張
気
味
の
参
加
者
た
ち
で
し
た

が
、
Z
o
o
m
で
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ

ト
ル
ー
ム
を
活
用
し
、
参
加
者
同
士

が
交
流
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　

仕
事
に
慣
れ
る
の
は
大
変
で
す

が
、
初
め
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
人
は
お

ら
ず
、
誰
も
が
通
る
道
で
す
。
一
日

も
早
く
立
派
な
社
会
人
と
な
れ
る
よ

う
温
か
く
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
交
流
セ
ミ
ナ
ー

　

各
県
立
高
校
電
気
科
へ
の
出
前
講

座
、
業
界
理
解
促
進
の
た
め
の
学
生

交
流
セ
ミ
ナ
ー
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

唯
一
対
面
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

実
技
で
は
、
電
線
切
断
圧
着
や
ケ

ー
ブ
ル
配
管
通
線
、
電
線
管
曲
げ
に

人
気
の
高
所
作
業
車
試
乗
体
験
。
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
電
気

工
事
業
界
の
素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
生
徒
た
ち
の
質
問
に

真
剣
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、

一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
電
気
工
事

業
界
の
仲
間
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
切
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

活
動
報
告

活
動
報
告

福
島
県
電
気
工
事
工
業
組
合

福
島
県
電
気
工
事
工
業
組
合

青
年
部

青
年
部

第35回 電気工事業全国大会
　令和5年10月19日、第35回電気工事業全国
大会が福島県福島市で開催されます。
　11年前の東日本大震災からまだまだ復興半
ばとはいえ、ここまで復活してきた福島県。
開催地の福島市は自然・食・温泉など魅力い
っぱいです。全国から多くの皆様が集い、「お

もてなしの国 ふくしま」を存分に堪能して
いただきたいと願っております。青年部とし
て本会に協力し、鋭意お迎えする準備にあた
っているところです。
　第35回電気工事業全国大会（東北・福島）
のＰＲ動画【来たれ「おもてなしの国」へ】は、
YouTubeでご覧いただけます。

https://www.youtube.com/watch?v= jDVZGL9VEjI
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特別号

第
１
０
４
回
通
常
総
会
に
あ
た
り
、
関

係
の
皆
様
方
に
は
平
素
か
ら
格
別
な
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
厳
し
い
状
況
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
中

で
、
経
済
状
況
は
持
ち
直
し
の
動
き
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
に
伴
い
３
月

の
消
費
者
物
価
指
数
は
2
０
２
１
年
比

１
０
１
・
１
％
（
前
年
同
月
１
０
１
・
２
％
）

と
７
か
月
連
続
上
昇
（
総
務
省
発
表
）
し

て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
電
気
代
は
前
年

同
月
比
21
・
６
％
ア
ッ
プ
、
ガ
ス
代
も

18
・
１
％
ア
ッ
プ
と
化
石
燃
料
の
ほ
ぼ
全

量
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
極

め
て
高
い
上
昇
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
電
用
燃
料
価
格
高
騰
に
よ
り
、
新

電
力
の
撤
退
が
増
加
す
る
と
と
も
に
大
手

電
力
会
社
も
新
規
小
売
り
契
約
を
抑
制
す

る
状
況
で
「
電
力
難
民
」
が
発
生
し
、
電

力
の
最
終
保
障
供
給
制
度
に
駆
け
込
む
等
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に
も
大
き

な
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

電
気
工
事
業
界
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ

「先端と循環」の心構えで連合会の真価を届ける

会 

長　

米 

沢　

 

寛

特別号
第１０４回 通常総会

要
因
と
考
え
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
率
は
11
・
２
％
と
心
も
と
な

い
状
況
で
あ
り
、
食
料
自
給
率
と
と
も
に

国
民
生
活
に
大
き
な
不
安
が
表
れ
て
き
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
・
電
気
代
の

安
定
化
を
目
指
す
観
点
か
ら
も
、
再
エ
ネ

拡
大
に
加
え
３
Ｅ
＋
Ｓ
（
自
給
率
・
経
済

効
率
性
・
環
境
適
合
＋
安
全
性
）
を
前
提

と
し
た
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
向
け

た
政
府
の
英
断
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

折
か
ら
、
２
０
２
２
（
Ｒ
４
）
年
度

は
託
送
料
金
制
度
や
ポ
ス
ト
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度

等
の
電
力
制
度
変
更
が
実
施
さ
れ
る
と
と

も
に
２
０
２
２
（
Ｒ
４
）
年
５
月
省
エ
ネ

法
（
改
正
後
法
律
名

：

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
）
が
成
立
し
、

２
０
２
３
（
Ｒ
５
）
年
４
月
施
行
と
な
り
、

従
来
の
適
用
範
囲
が
拡
大
し
一
般
住
宅
に

も
適
用
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
は
、
電
気
工
事
議
員
連
盟
の
ご

支
援
な
ら
び
に
関
係
行
政
の
ご
理
解
を
頂

き
、
電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
改
正
や
電

気
事
業
法
一
部
改
正
等
に
よ
り
業
界
の
念

願
で
あ
っ
た
各
種
要
望
が
実
現
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
６
月
に
も
電
気
工
事
議

員
連
盟
総
会
が
開
催
さ
れ
会
員
国
会
議
員
・

関
係
行
政
（
経
産
省
・
国
交
省
・
厚
労
省
・

環
境
省
・
文
科
省
・
エ
ネ
庁
・
中
企
庁
）・

当
会
幹
部
が
一
堂
に
会
し
、
15
項
目
の
要

望
実
現
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｘ
社
会
構
築
を
担
う
我
々
は
、
国

民
生
活
や
産
業
基
盤
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え

る
電
気
を
安
全
・
安
心
に
お
届
け
す
る
と

い
う
業
界
の
使
命
を
全
う
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
多
様
化
高
度
化
し
て
い
る
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
お
応
え
す
る
質

の
高
い
電
気
設
備
を
提
供
す
る
た
め
、
Ｄ

Ｘ
革
新
の
先
頭
に
立
つ
気
構
え
で
知
見
を

拡
充
し
、
お
客
様
の
要
望
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
益
々
肝
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
急
激
な
技
術
革
新
・
産

業
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
従
来
の
考
え
方
・

進
め
方
で
は
対
応
で
き
な
い
時
代
と
な
っ

て
お
り
、
知
見
を
拡
充
し
意
識
改
革
と
同

時
に
自
ら
が
行
動
を
起
こ
す
『
先
端
』
と
、

お
客
様
満
足
〜
従
業
員
満
足
〜
お
客
様
満

足
に
よ
る
新
し
い
仕
事
に
つ
な
が
り
好
循

環
を
作
り
出
す
『
循
環
』
が
、
安
心
し
て

任
せ
て
頂
け
る
街
の
電
気
ド
ク
タ
ー
へ
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

２
０
２
１
（
Ｒ
３
）
年
度
に
、
喫
緊
の

課
題
解
決
の
具
現
化
を
目
的
に
「
財
政
基

盤
強
化
推
進
チ
ー
ム
（
電
工
組
財
源
）」・「
組

織
基
盤
強
化
推
進
チ
ー
ム
」
を
総
務
・
財

政
委
員
会
所
管
に
、
将
来
に
向
け
素
晴
ら

し
い
業
界
の
未
来
像
（
70
周
年
）
を
提
案

頂
く
目
的
で
、
効
率
化
を
推
進
す
る
「
Ｄ

Ｘ
技
術
拡
充
推
進
チ
ー
ム
」
を
技
術
・
認

証
委
員
会
所
管
な
ら
び
に
「
新
事
業
拡
充

推
進
チ
ー
ム
（
連
合
会
財
源
＆
組
合
員
満

足
事
業
提
案
）」
を
事
業
推
進
委
員
会
所
管

の
も
と
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
全
国
展
開
可

能
な
事
項
は
今
年
度
か
ら
具
現
化
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
年
１
月
全
国
女
性
部
連

絡
協
議
会
も
発
足
し
、
益
々
女
性
活
躍
推

進
事
業
も
飛
躍
的
発
展
の
基
盤
が
で
き
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

2
０
２
０
年
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延
期
を

し
ま
し
た
第
４
回
電
気
工
事
技
能
競
技
全

国
大
会
は
、
今
年
12
月
横
浜
ア
リ
ー
ナ
を

会
場
に
開
催
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
を
第
一

に
最
大
76
名
の
選
手
は
じ
め
関
係
各
位
の

安
全
確
保
を
第
一
に
開
催
要
綱
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
正
し
い
市
場
作
り
を
念
頭

に
経
営
形
態
・
営
業
形
態
・
２
年
後
に
控

え
た
時
間
外
労
働
時
間
規
制
に
沿
っ
た
雇

用
環
境
・
受
注
形
態
・
工
程
管
理
等
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
を
活
用
し

た
効
率
化
等
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
カ
タ
チ
に

戻
る
こ
と
な
く
新
し
い
経
営
の
カ
タ
チ
の

基
盤
を
固
め
る
年
度
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
課
題
山
積
で
あ
り
ま
す

が
、
今
年
度
も
重
点
順
位
を
決
め
て
一
つ

ひ
と
つ
着
実
に
実
行
に
移
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
年
度
目
指
す
方
向
と
し
て
、「
先
端

と
循
環
」
の
心
構
え
で
「
連
合
会
の
真
価

を
届
け
る
」
こ
と
が
「
組
合
員
の
役
に
立

つ
連
合
会
」
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
関
係
行
政
は
じ
め
、
関
係

団
体
企
業
各
位
の
ご
指
導
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
全
国
組
合
員
皆

様
方
に
は
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2022（Ｒ4）年度「新規・重点事業計画」（案）

禍
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
毀
損
や
銅
・
希
少
金
属
等
の

素
材
高
騰
に
よ
り
電
気
工
事
資
材
の
納
期

遅
延
お
よ
び
価
格
上
昇
が
表
面
化
し
て
お

り
、
誠
に
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
高
承
の
通
り
、
３
月
に
は
関
東
・
東

北
地
区
に
電
力
逼
迫
警
報
が
発
令
さ
れ
る

と
と
も
に
今
夏
は
節
電
要
請
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
発
送
電
分
離
に
よ
る
送

電
網
整
備
の
遅
れ
と
電
力
供
給
力
不
足
が

2022（Ｒ4）年度目指す方向：「先端と循環」の心構えで連合会の真価を届ける

ＤＸ時代に対応する技術向上・技能の錬磨によりお客様満足につなげる先端、お客様・組合員・従業員の満足が仕事づく

りにつながる循環をキーワードに存在価値の高揚を図り、連合会会員の業界認知度向上（全日電工連ブランド）に寄与する

事業展開を実施する。

１．事業方針

　１）継続事業は「深堀／深耕・振興および進化発展」を基本に事業を行う。

　２）新規事業の新興に重点を置き、将来の盤石な体制構築を目指す。

　３）各種有益な情報の提供に努めるとともにより良い発信の在り方を研究する。

２．主たる重点事業項目

　１）第4回電気工事技能競技全国大会の成功対策

　２）人材確保・育成事業（交流事業・次世代育成研修事業・女性活躍事業）

　３）法令順守の徹底対策事業（クリーンな業界を目指す事業・働き方関連法）

　４）ＤＸ技術等の知見・新技術拡充対応事業

　５）財務・組織強化対策事業

　６）業界ソリューション対策

３．委員会別新規・重点事業計画

　３－１）総務・財政委員会

　３－２）技術・認証委員会

　３－３）事業推進委員会

　３－４）技能競技委員会

Ａ 新規事業項目

１ 定款・規約等の見直し

２
コンプライアンス研修会・研修品質向上対策・クリー
ンな業界をネットで発信

３ 戦略的広報のあり方の調査研究

４ 組合員からの政治的課題解決要望の集約

Ｂ 重点事業

１ 働き方改革研修会の実施支援

２ 外国人雇用に係る実態調査ならびに調査研究

３ 女性部連絡協議会の充実化対策

４ 賛助企業拡大対策

Ｃ 推進チーム建議事業項目

財政基盤強化推進チーム

１ 工組・支部簡易財政診断研修会の実施支援

組織基盤強化推進チーム

１ 工組改革ＷＧモデル工組事例収集と発信

Ａ 新規事業項目

１ 第一種電気工事士定期講習受講者増加対策

２ ＤＸ技術研修会企画と実施方策検討

３ 工業高校長会連携認定講習受講促進対策

４ 関係法令見直しに係る調査研究

Ｂ 重点事業

１ スキルアップ研修会の充実化対策

２ 事故防止ハンドブックから見た事故抑制対策

Ｃ DX技術拡充推進チーム建議事業項目

１ 現場のＤＸ化の具現化（メーカー連携）

２ 組合員企業のＤＸ化対応受け皿づくり支援

Ａ 新規事業項目

１ 10電力会社受託事業の水平展開

２ ＥＶ施工パートナー仕事作り対策と施工業務提携拡大

３
事故防止ハンドブック改訂版活用講習会企画と開催支
援対策

Ｂ 重点事業

１
一般用電気工作物受託拡大に向けた提案書のブラッシ
ュアップ対策および業務効率化検討

２ 業法登録業務受託拡大対策

３
福利厚生事業リニューアル検討および新制度の調査研
究

Ｃ 新事業拡充推進チーム建議事業項目

１ 全日電工連財源に寄与する新事業検討と具現化提案

２ 組合員満足に資する新事業検討と具現化提案

Ａ 新規事業項目

１
第4回大会総括に基づき、さらにバージョンアップした
第5回大会の目指す方向の提案

Ｂ 重点事業

１ 組合員技術向上に資する大会を目指す

２ 高校生等動員対策等

会　長

副 会 長

理 事 会

４７都道府県
電気工事（業）工業組合

（所属組合員）

相談役 三役会議

総合政策会議

総務・財政委員会

事業推進委員会

技術・認証委員会

技能競技委員会

組織基盤強化 推進チーム

全日電工連政治連盟

全国青年部協議会

DX

財政基盤強化 推進チーム

都道府県政治連盟

新事業拡充 推進チーム

技術拡充 推進チーム

全国女性部連絡協議会

～組合員の役に立つ連合会を具現化～



３ ２（　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全　　日　　電　　工　　連　　　　　　　　　　　　　　令和 4年 6月 29 日 　令和 4年 6月 29 日　　　　　　　　　　　　　　　全　　日　　電　　工　　連　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （　）

後援後援 （予定）（予定） ： 経済産業省 ・ 国土交通省 ・ 文部科学省 ・ 神奈川県 ・ 横浜市 ・ (公社)全国工業高等学校長協会： 経済産業省 ・ 国土交通省 ・ 文部科学省 ・ 神奈川県 ・ 横浜市 ・ (公社)全国工業高等学校長協会

電気工事技能競技全国大会 決戦の地!! 横浜アリーナへ集結

●●第2回　第2回　大会テーマ大会テーマ 『競え！翔け！技モノがたり！目指すは熱き孤高の和！』『競え！翔け！技モノがたり！目指すは熱き孤高の和！』

　▽開催日　2016（平成28）年11月25日（金）於：両国国技館　▽開催日　2016（平成28）年11月25日（金）於：両国国技館

　一般の部 　一般の部 金賞 小栁剛之選手(佐賀県)金賞 小栁剛之選手(佐賀県)・・女性の部 女性の部 最優秀賞 前田宏枝選手(福井県)最優秀賞 前田宏枝選手(福井県)・・高校生の部 高校生の部 最優秀賞 齋藤平也選手(最優秀賞 齋藤平也選手(千葉工業高校千葉工業高校))

●●第3回　第3回　大会テーマ大会テーマ 『目指せ『目指せ頂頂
てっぺんてっぺん

点点　燃やせ熱き魂　競え極限の技』　燃やせ熱き魂　競え極限の技』

　▽開催日　2018（平成30）年11月30日（金）於：両国国技館　▽開催日　2018（平成30）年11月30日（金）於：両国国技館

　一般の部 　一般の部 金賞 小嶋一彦選手(新潟県)金賞 小嶋一彦選手(新潟県)・・女性の部 女性の部 最優秀賞 髙奈津美選手(熊本県)最優秀賞 髙奈津美選手(熊本県)・・高校生の部 高校生の部 最優秀賞 新最優秀賞 新𣘺翼選手(翼選手(玉造工業高校玉造工業高校))

●●第1回　第1回　大会テーマ大会テーマ 『呼び起こせ、 スペシャリストの新たな風！』『呼び起こせ、 スペシャリストの新たな風！』

　▽開催日　2014（平成26）年11月29日（土）於：両国国技館　▽開催日　2014（平成26）年11月29日（土）於：両国国技館

　一般の部 　一般の部 金賞 泉谷祐真選手(島根県)金賞 泉谷祐真選手(島根県)

前田選手前田選手

髙選手髙選手

出場選手要件および選手数出場選手要件および選手数

　　　※学科競技（30分）共通 11月30日（水）：非公開
　　　※技能競技（実技） 12月 1 日（木）一般の部：（180分）・女性の部：（150分）・高校生の部：（120分）

◆一般の部 ＜選手数＞ 最大58名◆一般の部 ＜選手数＞ 最大58名   （男女問わず出場可能）   （男女問わず出場可能）
● 組合員（組合員企業の従業員を含む）で第一種電気工事士または第二種電気工事士の有資格者であり、工組理事長（ブロッ
ク加算枠にあってはブロック連合会長（理事長））の推薦を受けた者。ただし、歴代の当大会金賞受賞者は出場ができない。

◆女性の部 ＜選手数＞ 9名◆女性の部 ＜選手数＞ 9名      （ブロック連合会毎に1名の確定枠）
● 女性組合員（組合員企業の女性従業員を含む）で第一種電気工事士または第二種電気工事士の有資格者であり、ブロック連
合会長（理事長）の推薦を受けた者。ただし、歴代の当大会最優秀賞受賞者は出場ができない。

◆高校生の部 ＜選手数＞ 9名  ◆高校生の部 ＜選手数＞ 9名   （男女問わず出場可能） （男女問わず出場可能）
●以下の要件をすべて満たしたものとする。
　 ①（公社）全国工業高等学校長協会（以下、全工協会）会員校に在籍していること。②全工協会が組織する全国9つある地
区ブロック校長協会から推薦された者。ただし、歴代の当大会最優秀賞受賞者は出場ができない。

特 集

会　　　場：神奈川県 横浜アリーナ
一 般 の 部：48名（各都道府県代表）＋
　　　　　　ブロック推薦枠 10名＝最大 58名
女 性 の 部：９名
高校生の部：９名

第４回
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会

2022（令和4）年

12月1日木技能競技・11月30日水学科競技

Go For
it!

その技術
が未来を

救う！

新たなる
決戦の地
横浜へ!!

全日本電気工事業工業組合連合会 技能競技委員会全日本電気工事業工業組合連合会 技能競技委員会

舞台は
国技館か

ら
浜アリー

ナへ
舞台は
国技館か

ら
浜アリー

ナへ

全日本電気工事業工業組合連合会 技能競技委員会全日本電気工事業工業組合連合会 技能競技委員会

主 催：全日本電気工事業工業組合連合会
共 催：各ブロック電気工事組合連合会・各都道府県電気工事（業）工業組合
後 援：経済産業省・国土交通省・文部科学省・神奈川県・横浜市・
　　　（公社）全国工業高等学校長協会
協 賛：電気事業連合会・（一社）日本電気協会・電気保安協会全国連絡会・
　　　（一財）電気技術者試験センター・（一財）電気工事技術講習センター・
　　　全日本電設資材卸業協同組合連合会・全日電工連賛助会員企業45社
　　　※後援・協賛は予定

で
ライブ配信！
ホームページにURL掲載予定
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　第4回電気工事技能競技全国大会が、2022（令和4）
年12月1日（木）に横浜アリーナで開催される。
　第4回大会は2020年11月の開催に向けて準備を進め
ていたが、新型コロナウイルス感染症が拡大している
状況および政府・都道府県等の勧告を鑑み、出場選手
・来場する組合員・青年部員、関係者の健康と安全を
最優先に考え、様々なリスクを防ぐために大会および
付帯行事の全ての中止を決定。万全の体制を整えて今
回の開催を迎えることとなる。
　大会テーマは、「Ｇｏ Ｆｏｒ ｉｔ！その技術が未来を
救う！」。大会当日の主役である選手たちに、その全
てを遺憾なく発揮してほしいという想いをこの言葉で
表現している。
　出場選手要件は下記の通り。今大会の選手出場枠は、
一般の部が48名に加えてブロック枠10名の最大58名。
　女性の部は、ブロック連合会ごとに1名の確定枠（ブ
ロック連合会選抜）として9名が出場する。
　高校生の部は、第2回・第3回大会と同様に（公社）
全国工業高等学校長協会に推薦を依頼する。第3回大
会に変更した出場枠と同様に9名枠となっている。
　なお、一般の部・高校生の部は男女を問わず出場が
可能である。
　出場選手が増えたことから、従来の開催場所である
両国国技館から横浜アリーナへ会場を移し、熱い戦い
が繰り広げられることが期待される。小栁選手小栁選手

小嶋選手小嶋選手

泉谷選手泉谷選手

Ｇo For it！ Ｇo For it！ その技術が未来を救う！その技術が未来を救う！

齋藤選手齋藤選手

新新𣘺選手選手

≪一般の部 ・ 女性の部　共通要件≫
※ 第一種電気工事士有資格者の場合、5年に1回の定期講習を受講していること。
※ 犯罪容疑者、暴力団、暴力団員、暴力団関係企業・団体またはその関係者ではないこと、またその他反社会的
勢力に属していないこと。



３ ２（　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全　　日　　電　　工　　連　　　　　　　　　　　　　　令和 4年 6月 29 日 　令和 4年 6月 29 日　　　　　　　　　　　　　　　全　　日　　電　　工　　連　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （　）

後援後援 （予定）（予定） ： 経済産業省 ・ 国土交通省 ・ 文部科学省 ・ 神奈川県 ・ 横浜市 ・ (公社)全国工業高等学校長協会： 経済産業省 ・ 国土交通省 ・ 文部科学省 ・ 神奈川県 ・ 横浜市 ・ (公社)全国工業高等学校長協会

電気工事技能競技全国大会 決戦の地!! 横浜アリーナへ集結

●●第2回　第2回　大会テーマ大会テーマ 『競え！翔け！技モノがたり！目指すは熱き孤高の和！』『競え！翔け！技モノがたり！目指すは熱き孤高の和！』

　▽開催日　2016（平成28）年11月25日（金）於：両国国技館　▽開催日　2016（平成28）年11月25日（金）於：両国国技館

　一般の部 　一般の部 金賞 小栁剛之選手(佐賀県)金賞 小栁剛之選手(佐賀県)・・女性の部 女性の部 最優秀賞 前田宏枝選手(福井県)最優秀賞 前田宏枝選手(福井県)・・高校生の部 高校生の部 最優秀賞 齋藤平也選手(最優秀賞 齋藤平也選手(千葉工業高校千葉工業高校))

●●第3回　第3回　大会テーマ大会テーマ 『目指せ『目指せ頂頂
てっぺんてっぺん

点点　燃やせ熱き魂　競え極限の技』　燃やせ熱き魂　競え極限の技』

　▽開催日　2018（平成30）年11月30日（金）於：両国国技館　▽開催日　2018（平成30）年11月30日（金）於：両国国技館

　一般の部 　一般の部 金賞 小嶋一彦選手(新潟県)金賞 小嶋一彦選手(新潟県)・・女性の部 女性の部 最優秀賞 髙奈津美選手(熊本県)最優秀賞 髙奈津美選手(熊本県)・・高校生の部 高校生の部 最優秀賞 新最優秀賞 新𣘺翼選手(翼選手(玉造工業高校玉造工業高校))

●●第1回　第1回　大会テーマ大会テーマ 『呼び起こせ、 スペシャリストの新たな風！』『呼び起こせ、 スペシャリストの新たな風！』

　▽開催日　2014（平成26）年11月29日（土）於：両国国技館　▽開催日　2014（平成26）年11月29日（土）於：両国国技館

　一般の部 　一般の部 金賞 泉谷祐真選手(島根県)金賞 泉谷祐真選手(島根県)

前田選手前田選手

髙選手髙選手

出場選手要件および選手数出場選手要件および選手数

　　　※学科競技（30分）共通 11月30日（水）：非公開
　　　※技能競技（実技） 12月 1 日（木）一般の部：（180分）・女性の部：（150分）・高校生の部：（120分）

◆一般の部 ＜選手数＞ 最大58名◆一般の部 ＜選手数＞ 最大58名   （男女問わず出場可能）   （男女問わず出場可能）
● 組合員（組合員企業の従業員を含む）で第一種電気工事士または第二種電気工事士の有資格者であり、工組理事長（ブロッ
ク加算枠にあってはブロック連合会長（理事長））の推薦を受けた者。ただし、歴代の当大会金賞受賞者は出場ができない。

◆女性の部 ＜選手数＞ 9名◆女性の部 ＜選手数＞ 9名      （ブロック連合会毎に1名の確定枠）
● 女性組合員（組合員企業の女性従業員を含む）で第一種電気工事士または第二種電気工事士の有資格者であり、ブロック連
合会長（理事長）の推薦を受けた者。ただし、歴代の当大会最優秀賞受賞者は出場ができない。

◆高校生の部 ＜選手数＞ 9名  ◆高校生の部 ＜選手数＞ 9名   （男女問わず出場可能） （男女問わず出場可能）
●以下の要件をすべて満たしたものとする。
　 ①（公社）全国工業高等学校長協会（以下、全工協会）会員校に在籍していること。②全工協会が組織する全国9つある地
区ブロック校長協会から推薦された者。ただし、歴代の当大会最優秀賞受賞者は出場ができない。

特 集

会　　　場：神奈川県 横浜アリーナ
一 般 の 部：48名（各都道府県代表）＋
　　　　　　ブロック推薦枠 10名＝最大 58名
女 性 の 部：９名
高校生の部：９名

第４回
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横浜へ!!

全日本電気工事業工業組合連合会 技能競技委員会全日本電気工事業工業組合連合会 技能競技委員会

舞台は
国技館か

ら
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舞台は
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ら
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全日本電気工事業工業組合連合会 技能競技委員会全日本電気工事業工業組合連合会 技能競技委員会

主 催：全日本電気工事業工業組合連合会
共 催：各ブロック電気工事組合連合会・各都道府県電気工事（業）工業組合
後 援：経済産業省・国土交通省・文部科学省・神奈川県・横浜市・
　　　（公社）全国工業高等学校長協会
協 賛：電気事業連合会・（一社）日本電気協会・電気保安協会全国連絡会・
　　　（一財）電気技術者試験センター・（一財）電気工事技術講習センター・
　　　全日本電設資材卸業協同組合連合会・全日電工連賛助会員企業45社
　　　※後援・協賛は予定

で
ライブ配信！
ホームページにURL掲載予定
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　第4回電気工事技能競技全国大会が、2022（令和4）
年12月1日（木）に横浜アリーナで開催される。
　第4回大会は2020年11月の開催に向けて準備を進め
ていたが、新型コロナウイルス感染症が拡大している
状況および政府・都道府県等の勧告を鑑み、出場選手
・来場する組合員・青年部員、関係者の健康と安全を
最優先に考え、様々なリスクを防ぐために大会および
付帯行事の全ての中止を決定。万全の体制を整えて今
回の開催を迎えることとなる。
　大会テーマは、「Ｇｏ Ｆｏｒ ｉｔ！その技術が未来を
救う！」。大会当日の主役である選手たちに、その全
てを遺憾なく発揮してほしいという想いをこの言葉で
表現している。
　出場選手要件は下記の通り。今大会の選手出場枠は、
一般の部が48名に加えてブロック枠10名の最大58名。
　女性の部は、ブロック連合会ごとに1名の確定枠（ブ
ロック連合会選抜）として9名が出場する。
　高校生の部は、第2回・第3回大会と同様に（公社）
全国工業高等学校長協会に推薦を依頼する。第3回大
会に変更した出場枠と同様に9名枠となっている。
　なお、一般の部・高校生の部は男女を問わず出場が
可能である。
　出場選手が増えたことから、従来の開催場所である
両国国技館から横浜アリーナへ会場を移し、熱い戦い
が繰り広げられることが期待される。小栁選手小栁選手

小嶋選手小嶋選手

泉谷選手泉谷選手

Ｇo For it！ Ｇo For it！ その技術が未来を救う！その技術が未来を救う！

齋藤選手齋藤選手

新新𣘺選手選手

≪一般の部 ・ 女性の部　共通要件≫
※ 第一種電気工事士有資格者の場合、5年に1回の定期講習を受講していること。
※ 犯罪容疑者、暴力団、暴力団員、暴力団関係企業・団体またはその関係者ではないこと、またその他反社会的
勢力に属していないこと。
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援
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
厳
し
い
状
況
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
中

で
、
経
済
状
況
は
持
ち
直
し
の
動
き
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
に
伴
い
３
月

の
消
費
者
物
価
指
数
は
2
０
２
１
年
比

１
０
１
・
１
％
（
前
年
同
月
１
０
１
・
２
％
）

と
７
か
月
連
続
上
昇
（
総
務
省
発
表
）
し

て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
電
気
代
は
前
年

同
月
比
21
・
６
％
ア
ッ
プ
、
ガ
ス
代
も

18
・
１
％
ア
ッ
プ
と
化
石
燃
料
の
ほ
ぼ
全

量
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
極

め
て
高
い
上
昇
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
電
用
燃
料
価
格
高
騰
に
よ
り
、
新

電
力
の
撤
退
が
増
加
す
る
と
と
も
に
大
手

電
力
会
社
も
新
規
小
売
り
契
約
を
抑
制
す

る
状
況
で
「
電
力
難
民
」
が
発
生
し
、
電

力
の
最
終
保
障
供
給
制
度
に
駆
け
込
む
等
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に
も
大
き

な
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

電
気
工
事
業
界
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ

「先端と循環」の心構えで連合会の真価を届ける

会 
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特別号
第１０４回 通常総会

要
因
と
考
え
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
率
は
11
・
２
％
と
心
も
と
な

い
状
況
で
あ
り
、
食
料
自
給
率
と
と
も
に

国
民
生
活
に
大
き
な
不
安
が
表
れ
て
き
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
・
電
気
代
の

安
定
化
を
目
指
す
観
点
か
ら
も
、
再
エ
ネ

拡
大
に
加
え
３
Ｅ
＋
Ｓ
（
自
給
率
・
経
済

効
率
性
・
環
境
適
合
＋
安
全
性
）
を
前
提

と
し
た
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
向
け

た
政
府
の
英
断
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

折
か
ら
、
２
０
２
２
（
Ｒ
４
）
年
度

は
託
送
料
金
制
度
や
ポ
ス
ト
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度

等
の
電
力
制
度
変
更
が
実
施
さ
れ
る
と
と

も
に
２
０
２
２
（
Ｒ
４
）
年
５
月
省
エ
ネ

法
（
改
正
後
法
律
名

：

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
）
が
成
立
し
、

２
０
２
３
（
Ｒ
５
）
年
４
月
施
行
と
な
り
、

従
来
の
適
用
範
囲
が
拡
大
し
一
般
住
宅
に

も
適
用
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
は
、
電
気
工
事
議
員
連
盟
の
ご

支
援
な
ら
び
に
関
係
行
政
の
ご
理
解
を
頂

き
、
電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
改
正
や
電

気
事
業
法
一
部
改
正
等
に
よ
り
業
界
の
念

願
で
あ
っ
た
各
種
要
望
が
実
現
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
６
月
に
も
電
気
工
事
議

員
連
盟
総
会
が
開
催
さ
れ
会
員
国
会
議
員
・

関
係
行
政
（
経
産
省
・
国
交
省
・
厚
労
省
・

環
境
省
・
文
科
省
・
エ
ネ
庁
・
中
企
庁
）・

当
会
幹
部
が
一
堂
に
会
し
、
15
項
目
の
要

望
実
現
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｘ
社
会
構
築
を
担
う
我
々
は
、
国

民
生
活
や
産
業
基
盤
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え

る
電
気
を
安
全
・
安
心
に
お
届
け
す
る
と

い
う
業
界
の
使
命
を
全
う
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
多
様
化
高
度
化
し
て
い
る
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
お
応
え
す
る
質

の
高
い
電
気
設
備
を
提
供
す
る
た
め
、
Ｄ

Ｘ
革
新
の
先
頭
に
立
つ
気
構
え
で
知
見
を

拡
充
し
、
お
客
様
の
要
望
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
益
々
肝
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
急
激
な
技
術
革
新
・
産

業
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
従
来
の
考
え
方
・

進
め
方
で
は
対
応
で
き
な
い
時
代
と
な
っ

て
お
り
、
知
見
を
拡
充
し
意
識
改
革
と
同

時
に
自
ら
が
行
動
を
起
こ
す
『
先
端
』
と
、

お
客
様
満
足
〜
従
業
員
満
足
〜
お
客
様
満

足
に
よ
る
新
し
い
仕
事
に
つ
な
が
り
好
循

環
を
作
り
出
す
『
循
環
』
が
、
安
心
し
て

任
せ
て
頂
け
る
街
の
電
気
ド
ク
タ
ー
へ
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

２
０
２
１
（
Ｒ
３
）
年
度
に
、
喫
緊
の

課
題
解
決
の
具
現
化
を
目
的
に
「
財
政
基

盤
強
化
推
進
チ
ー
ム
（
電
工
組
財
源
）」・「
組

織
基
盤
強
化
推
進
チ
ー
ム
」
を
総
務
・
財

政
委
員
会
所
管
に
、
将
来
に
向
け
素
晴
ら

し
い
業
界
の
未
来
像
（
70
周
年
）
を
提
案

頂
く
目
的
で
、
効
率
化
を
推
進
す
る
「
Ｄ

Ｘ
技
術
拡
充
推
進
チ
ー
ム
」
を
技
術
・
認

証
委
員
会
所
管
な
ら
び
に
「
新
事
業
拡
充

推
進
チ
ー
ム
（
連
合
会
財
源
＆
組
合
員
満

足
事
業
提
案
）」
を
事
業
推
進
委
員
会
所
管

の
も
と
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
全
国
展
開
可

能
な
事
項
は
今
年
度
か
ら
具
現
化
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
年
１
月
全
国
女
性
部
連

絡
協
議
会
も
発
足
し
、
益
々
女
性
活
躍
推

進
事
業
も
飛
躍
的
発
展
の
基
盤
が
で
き
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

2
０
２
０
年
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延
期
を

し
ま
し
た
第
４
回
電
気
工
事
技
能
競
技
全

国
大
会
は
、
今
年
12
月
横
浜
ア
リ
ー
ナ
を

会
場
に
開
催
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
を
第
一

に
最
大
76
名
の
選
手
は
じ
め
関
係
各
位
の

安
全
確
保
を
第
一
に
開
催
要
綱
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
正
し
い
市
場
作
り
を
念
頭

に
経
営
形
態
・
営
業
形
態
・
２
年
後
に
控

え
た
時
間
外
労
働
時
間
規
制
に
沿
っ
た
雇

用
環
境
・
受
注
形
態
・
工
程
管
理
等
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
を
活
用
し

た
効
率
化
等
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
カ
タ
チ
に

戻
る
こ
と
な
く
新
し
い
経
営
の
カ
タ
チ
の

基
盤
を
固
め
る
年
度
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
課
題
山
積
で
あ
り
ま
す

が
、
今
年
度
も
重
点
順
位
を
決
め
て
一
つ

ひ
と
つ
着
実
に
実
行
に
移
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
年
度
目
指
す
方
向
と
し
て
、「
先
端

と
循
環
」
の
心
構
え
で
「
連
合
会
の
真
価

を
届
け
る
」
こ
と
が
「
組
合
員
の
役
に
立

つ
連
合
会
」
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
関
係
行
政
は
じ
め
、
関
係

団
体
企
業
各
位
の
ご
指
導
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
全
国
組
合
員
皆

様
方
に
は
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2022（Ｒ4）年度「新規・重点事業計画」（案）

禍
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
毀
損
や
銅
・
希
少
金
属
等
の

素
材
高
騰
に
よ
り
電
気
工
事
資
材
の
納
期

遅
延
お
よ
び
価
格
上
昇
が
表
面
化
し
て
お

り
、
誠
に
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
高
承
の
通
り
、
３
月
に
は
関
東
・
東

北
地
区
に
電
力
逼
迫
警
報
が
発
令
さ
れ
る

と
と
も
に
今
夏
は
節
電
要
請
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
発
送
電
分
離
に
よ
る
送

電
網
整
備
の
遅
れ
と
電
力
供
給
力
不
足
が

2022（Ｒ4）年度目指す方向：「先端と循環」の心構えで連合会の真価を届ける

ＤＸ時代に対応する技術向上・技能の錬磨によりお客様満足につなげる先端、お客様・組合員・従業員の満足が仕事づく

りにつながる循環をキーワードに存在価値の高揚を図り、連合会会員の業界認知度向上（全日電工連ブランド）に寄与する

事業展開を実施する。

１．事業方針

　１）継続事業は「深堀／深耕・振興および進化発展」を基本に事業を行う。

　２）新規事業の新興に重点を置き、将来の盤石な体制構築を目指す。

　３）各種有益な情報の提供に努めるとともにより良い発信の在り方を研究する。

２．主たる重点事業項目

　１）第4回電気工事技能競技全国大会の成功対策

　２）人材確保・育成事業（交流事業・次世代育成研修事業・女性活躍事業）

　３）法令順守の徹底対策事業（クリーンな業界を目指す事業・働き方関連法）

　４）ＤＸ技術等の知見・新技術拡充対応事業

　５）財務・組織強化対策事業

　６）業界ソリューション対策

３．委員会別新規・重点事業計画

　３－１）総務・財政委員会

　３－２）技術・認証委員会

　３－３）事業推進委員会

　３－４）技能競技委員会

Ａ 新規事業項目

１ 定款・規約等の見直し

２
コンプライアンス研修会・研修品質向上対策・クリー
ンな業界をネットで発信

３ 戦略的広報のあり方の調査研究

４ 組合員からの政治的課題解決要望の集約

Ｂ 重点事業

１ 働き方改革研修会の実施支援

２ 外国人雇用に係る実態調査ならびに調査研究

３ 女性部連絡協議会の充実化対策

４ 賛助企業拡大対策

Ｃ 推進チーム建議事業項目

財政基盤強化推進チーム

１ 工組・支部簡易財政診断研修会の実施支援

組織基盤強化推進チーム

１ 工組改革ＷＧモデル工組事例収集と発信

Ａ 新規事業項目

１ 第一種電気工事士定期講習受講者増加対策

２ ＤＸ技術研修会企画と実施方策検討

３ 工業高校長会連携認定講習受講促進対策

４ 関係法令見直しに係る調査研究

Ｂ 重点事業

１ スキルアップ研修会の充実化対策

２ 事故防止ハンドブックから見た事故抑制対策

Ｃ DX技術拡充推進チーム建議事業項目

１ 現場のＤＸ化の具現化（メーカー連携）

２ 組合員企業のＤＸ化対応受け皿づくり支援

Ａ 新規事業項目

１ 10電力会社受託事業の水平展開

２ ＥＶ施工パートナー仕事作り対策と施工業務提携拡大

３
事故防止ハンドブック改訂版活用講習会企画と開催支
援対策

Ｂ 重点事業

１
一般用電気工作物受託拡大に向けた提案書のブラッシ
ュアップ対策および業務効率化検討

２ 業法登録業務受託拡大対策

３
福利厚生事業リニューアル検討および新制度の調査研
究

Ｃ 新事業拡充推進チーム建議事業項目

１ 全日電工連財源に寄与する新事業検討と具現化提案

２ 組合員満足に資する新事業検討と具現化提案

Ａ 新規事業項目

１
第4回大会総括に基づき、さらにバージョンアップした
第5回大会の目指す方向の提案

Ｂ 重点事業

１ 組合員技術向上に資する大会を目指す

２ 高校生等動員対策等

会　長

副 会 長

理 事 会

４７都道府県
電気工事（業）工業組合

（所属組合員）

相談役 三役会議

総合政策会議

総務・財政委員会

事業推進委員会

技術・認証委員会

技能競技委員会

組織基盤強化 推進チーム

全日電工連政治連盟

全国青年部協議会

DX

財政基盤強化 推進チーム

都道府県政治連盟

新事業拡充 推進チーム

技術拡充 推進チーム

全国女性部連絡協議会

～組合員の役に立つ連合会を具現化～


